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このユーザ ガイドの内容
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コンテンツの共有
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通話中にプレゼンテーション レイアウトを変更する............... 21

スケジュールされた会議
スケジュールされたミーティングに参加する........................... 23

連絡先
お気に入り、発着信履歴、およびディレクトリ........................... 25
通話中に [お気に入り（Favorite）] に追加する......................... 26
通話中ではないときに [お気に入り（Favorites）] に追加する... 27

カメラ制御
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設定
設定の概要........................................................................... 32

目次の項目はいずれもハイパーリンクになっ
ています。ハイパーリンクをクリックすると、
対応する記事が表示されます。

サイドバーでいずれかのアイコンをクリックし
て、章を移動することもできます。

注：このユーザ ガイドに記載されているい
くつかの機能はオプションであるため、ご使
用のシステムには適用されない場合があり
ます。
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このユーザ ガイドは、DX70 と DX80 
の両方に適用されます。2 つのディスプ
レイはサイズが異なりますが、サイズ以
外、画面に表示される画像は同じです。

実際には、このガイドで使用されるスク
リーンショットは DX80 の図に挿入され
ています。

このユーザ ガイドについて
はじめに

Cisco DX70 について

	プライバシー シャッター付きカメラ（閉じる場合は反時
計回り、開く場合は時計回りに回します）。

	マイクロフォンのミュート ボタンおよびラウドスピーカー
の音量コントロール。

	ラウドスピーカー。

	SD カード スロット、およびヘッドセットと USB 用のコネ
クタ。

	電源オン/オフ。

	マイクロフォン。		USB ポート。

		HDMI ソケット（PC）。

		HDMI ソケット（外部モニタ、使用しません）。

		LAN 拡張接続。PC LAN をここで接続すると、Cisco 
DX70 と PC は同じ LAN 接続を共有できます。

		LAN 接続。

		電源ソケット。

PC モニタとして使用します。HDMI ケーブルを使用して、コン
ピュータを HDMI ソケット（PC）に接続します（以下を参照）。

PC モニタとビデオ画面を切り替えるには、画面をタップし
ます。

着信コールは、[応答不可（Do Not Disturb）] がアクティブで
なければ（「応答不可を有効にする」、15 ページを参照）、
モード（PC またはビデオ）に関係なくいつもどおりに表示さ
れます。

DX70 は、ミニジャックを使用するヘッドセットと同様
に USB ヘッドセットもサポートしています。USB ヘッ

ドセットの詳細については、後続のページを参照してく
ださい。
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はじめに

Cisco DX80 について

	プライバシー シャッター付きカメラ（閉じる場合は反時
計回り、開く場合は時計回りに回します）。

	マイクロフォンのミュート ボタン、ラウドスピーカーの音量
コントロール、USB ソケット（ユニットの右側）。

	電源オン/オフ。

	ラウドスピーカー。

	マイクロフォン（各脚部分）。

		電源ソケット。

		USB（コンピュータ接続）。

		HDMI（コンピュータ接続）。

		HDMI（外部モニタ接続、使用しません）。

		SD カード スロットおよび Kensington ロック。

		USB ポート

		LAN 拡張接続。コンピュータ LAN をここで接続す
ると、Cisco DX80 とコンピュータは同じ LAN 接
続を共有できます。

		LAN 接続。

このユーザ ガイドは、DX70 と DX80 
の両方に適用されます。2 つのディスプ
レイはサイズが異なりますが、サイズ以
外、画面に表示される画像は同じです。

実際には、このガイドで使用されるスク
リーンショットは DX80 の図に挿入され
ています。

このユーザ ガイドについて

PC モニタとして使用します。HDMI ケーブルを使用して、コン
ピュータを HDMI ソケット（PC）に接続します（以下を参照）。

PC モニタとビデオ画面を切り替えるには、画面をタップし
ます。

着信コールは、[応答不可（Do Not Disturb）] がアクティブで
なければ（「応答不可を有効にする」、15 ページを参照）、
モード（PC またはビデオ）に関係なくいつもどおりに表示さ
れます。

DX80 および USB ヘッドセット
DX 80 には、USB 有線オーディオ デバイス用の
標準プロトコルが実装されています。

製造者は、それとは別に標準（HID プロトコルと呼
ばれる）を実装できます。

結果として、同じ製造者のさまざまなモデルを別々
に動作させることが可能ですが、シスコはすべて
のヘッドセットおよびハンドセットが機能すること
を保証できません。

CE 8.2 について、シスコがテストしたのは有線の

ヘッドセットまたはドングルを使用するヘッドセット
のみです。Bluetooth ワイヤレス ヘッドセットはサ
ポートされていません。

提供されたヘッドセットのリストは完全なもので
はなく、その他多くのヘッドセットも機能する可
能性があります。Jabra、Plantronics、および 
Sennheiser は独自のテストを実行して、DX80 を
サポートするヘッドセットの独自のリストも提供し
ているため、この各社に問い合わせることをお勧め
します。

次のヘッドセットはシスコによりテストされています。

•	Jabra Evolve 40

•	Jabra Evolve 65

•	Jabra Pro 9450

•	Jabra Pro 9470

•	Sennheiser MB Pro 2
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連絡先リストから発信する
コールの発信

連絡先リストは、次の 3 つの部分で構
成されています。

[お気に入り（Favorites）] これらの連
絡先は、自分でお気に入りとして登録し
たものです。通常、頻繁に通話する連
絡先や、素早く簡単にアクセスする必
要がある連絡先を、お気に入りとして
登録します。

[ディレクトリ（Directory）] は通常、ビデ
オ サポート チームがシステムにインス
トールした社内ディレクトリです。

[発着信履歴（Recents）] は、発信、受
信、不在着信のリストです。

次のオプションが適用されます。

•	名前、番号、または IP アドレスを入力
すると、システムが自動的にすべてのリ
ストを検索します。

•	[お気に入り（Favorites）] のリストに
エントリを追加したり、通話前にエント
リを編集したり、帯域を変更したり、エ
ントリを [発着信履歴（Recents）] か
ら削除したりすることができます。

連絡先リストについて

そのエントリをタップすると、緑色の [発信（Call）] 
ボタンが表示されます。

[発信（Call）] ボタンをタップします。 特定のリスト（[お気に入り（Favorites）]、[ディレクト
リ（Directory）]、または [発着信履歴（Recents）]）
で通話相手を検索するには、そのリストをタップ
し、下へスクロールして発信するエントリを探し
ます。

発信します。通話を終了するには、赤色の [終了
（End）] アイコンをタップします。
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コールの発信

連絡先リストのエントリを編集し、発信する エントリの編集について

[連絡先（Contact）] リストの入力方法
については、前のページを参照してくだ
さい。

発信する前に、[連絡先（Contact）] リ
ストのいずれかのエントリを編集しなけ
ればならない場合があります。また、プ
レフィックスやサフィックスを追加したり、
エントリが正しく認識されるように変更
したりする場合もあります。

[編集して通話（Edit and Call）] をタップします。

コールを発信する前に、編集するエントリを検索
します。そのエントリをタップします。[発信（Call）] 
メニューが表示されます。

緑色の [発信（Call）] ボタンのすぐ下にある [詳
細（More）]（[...]）アイコンをタップします。

キーボードを使用して編集し、緑色の [発信
（Call）] ボタンのいずれかをタップして発信します。
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名前、番号、またはアドレスを使用して発信する コールの発信について

連絡先のリストに載っていない相手に
発信するには、タッチ パッドの仮想キー
ボードを使用して名前、アドレス、また
は番号を入力します。

以前に通話したことがある相手は、 
（リストをクリアするまで）[発着信履

歴（Recents）] リストに表示されるため、
そのいずれも [お気に入り（Favorites）] 
リストに転送できます。これについては、
[連絡先（Contacts）] のセクションで
説明されています。

通話中に、番号の入力を要求されるこ
とがあります。これは通常、内線番号に
アクセスするためか、暗証番号を入力す
るためです。

この場合に必要なキーパッドを起動す
るには、[トーン信号（Touch Tones）]（こ
のボタンは、発信するとすぐに表示され
ます）をタップします。

コールの発信

名前、番号、またはアドレスを入力します。入力すると、一致す
る可能性のある候補が表示されます。正しい一致がリストに
表示された場合は、その一致をタップします。表示されない場
合は、入力を続けます。

[発信（Call）] ボタンをタップします。 [検索またはダイヤル（Search or Dial）] フィール
ドをタップします。キーボードが起動されます。

発信先を入力または検索したら、緑色の [発信（Call）] 
ボタンのいずれかをタップして発信します。
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着信

•	着信があった場合は、通話を許可、拒
否、または無視できます。

•	通話を拒否した場合、ビジーであると
いう情報が発信者に送信されます。

•	通話を無視した場合、発信者は相手
が不在である（相手がコールをピック
アップしなかった）と認識します。

着信コールを受け入れる（応答する）か拒否するかに応じてタップします。

着信があった場合
着信
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通話中に他の通話を着信する

[追加（Add）]：システム
が CUCM の下でアド

ホック会議を実行してい
る場合、着信した参加者

を追加できます。

着信通話を拒否し、続けている 
通話を続行します。

新しい着信の身元。

特定の状況下では、通話中に別の着信
を受け入れることができます。

オプションについて
着信

[応答（Answer）]：着信に
応答して、既存の通話を保
留にします。
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通話の切断
終了

通話中に [終了（End）] をタップすると、
通話から切断されます。二者間でのみ
通話をしている場合は、通話が終了し
ます。

切断について

通話を切断するには、[終了（End）] をタップします。



13

D1510413 ユーザ ガイド 
Cisco TelePresence DX70、DX80
作成日：2016 年 4 月（CE8.2）
All contents © 2010-2016 
Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 

保留

コールの保留と保留中コールの再開

通話状態であるとします。
[保留（Hold）] をタップし
ます。

[再開（Resume）] 
をタップして、通話
状態にあった相手
に戻ります（元の
操作に戻ります）。

通常、相手を保留にする操作は、他の
人に転送する場合の最初のステップとし
て行うものですが、打診が必要な場合
や、ビデオ送信の停止などを含むミュー
トの代わりとしても使用できます。

保留について
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帯域

帯域を変更する

帯域は、通話に割り当てられる帯域幅
の量を表すための用語で、kbps（キロ
ビット/秒）で測定されます。

帯域を高くするほど音質がよくなりま
すが、帯域幅使用量の料金も高くなり
ます。

システムにはデフォルトの帯域が用
意されています。これは、[管理者設定

（Administrator Settings）] の一環とし
てビデオ サポート チームが設定します

（パスワードで保護）。

この設定を一時的に変更したい理由は
何でしょうか? 多くの場合、システムと
接続が実際にサポートしている帯域よ
りも大きい帯域で通話しようとするとき
にビデオ コールのチョークを避けるた
めに使用します。

通話中に帯域を変更することはできま
せんが、発信の直前に変更することは
できます。ここで概要を説明します。

帯域について

必要な設定にスライダを移動します。

[発信（Call）] ボタンをタップして、変更する帯域のエ
ントリを検索します。このエントリをタップして [発
信（Call）] メニューを表示し、図のように緑色の [発
信（Call）] ボタンの下にある [詳細（More）]（[...]）ア
イコンをタップします。

[カスタム コール（Custom call）] をタップします。

緑色の [通話（Call）] ボタンをタップして発信し
ます。
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アベイラビリティ

応答不可を有効にする

[応答不可（Do not disturb）] をタップして、機能を有効にします。無効化するには、 
もう一度タップします。

図のように、左上隅をタップします。

着信コールに応答しないよう、システム
を設定することができます。ただし、こ
ちらからは必要時にいつでも発信する
ことができます。

ビデオ サポート チームが、この機能の
タイムアウトを設定している場合があり
ます。タイムアウト後は、通常のように着
信に応答できるようになります。デフォ
ルトのタイムアウト設定は 60 分です。

応答不可について
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内線番号と暗証番号の追加

通話中にキーパッドを表示する

通話中に、内線番号へアクセスしたり、
（暗証番号の使用などにより）その他の

場所へアクセスしたりするために番号を
入力するよう要求されることがあります。

このようにするには、タッチ スクリーンに
キーパッドを呼び出す必要があります。

通話中のキーパッドの使用

通話中に、[トーン信号（Touch Tones）] をタップしてダイヤル パッドを呼び出します。
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ご使用のビデオ システム ネットワーク
には、複数の参加者間でビデオ会議を
開始する機能が用意されています。

ビデオ システムでサポートされる参加
者の最大人数は、システム設定およびビ
デオ インフラストラクチャによって決ま
ります。これを確認するには、ビデオ サ
ポート チームへ問い合わせてください。

ビデオ会議を開始する場合は、参加者
に一人ずつコールする必要があります。

会議を開始した参加者は、会議全体を
終了することができます。その他の参
加者は、会議から自身を切断すること
のみ可能です。

通話の設定。コールする相手が、複数
の帯域幅を備えたビデオ システムを所
有している可能性があります。すべての
参加者を、すべてのシステムがサポート
している帯域幅に設定しなくてもかま
いません。システムで利用できる最高
の品質を全員に提供するために、[帯
域（Call rate）] はすべての参加者が個
別に設定できます。「帯域を変更する」、
14 ページを参照してください。

参加者が複数いる電話会議

既存の通話に参加者を追加する

これはオプション機能であり、お使いのシステムに使用できる場合もあれば、使用できない場合もあります。

ビデオ会議について

通常の方法で、発信先を探し 
ます。

すでに通話状態であるとします。
この通話は、あなた、または（あ
なたに対してコールした）他の人
によって開始されています。[追加
（Add）] をタップします。

通常の方法で発信します。発信
する前にその通話の [通話設定

（Call settings）] を変更できます。
詳細については、サイド バーを参
照してください。

これで、既存の通話に新しい通話
が追加されます。

会議を確立しました。

ビデオ インフラストラクチャで許容
される範囲で、この手順を繰り返す
ことができます。
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通話状態であるとします。ここで他の
着信通話を受信する場合、次のオプ
ションがあります。

•	通話を拒否して、実行していた処理を
続行します。

•	既存の通話を保留し、新しい通話を
受け入れます。2 つの相手先を随時に
切り替えることが可能です。

•	着信通話を、（あなたが通話していた
人も含めて）他の人へ転送することが
できます。

•	着信通話を保留にした後で、この通話
を既存の通話とマージすることも可能
です（オプション機能）。

•	着信コールは進行中の通話に直接
マージできます（追加機能）。これは、
MultiSite が搭載されているシステム

でのみ適用されます。

着信通話の追加について
参加者が複数いる電話会議

既存の通話に着信コールを追加する
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コンテンツ
の共有
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コンテンツの共有

通話中にプレゼンテーションを開始/停止する

ビデオ システムは、ビデオ コールまた
はビデオ会議でプレゼンテーションを
表示する機能をサポートしています。

プレゼンテーション中に画面のレイアウ
トを変更できます。詳細は次のページを
参照してください。

ヒント：システムのカメラは、ドキュメン
ト カメラとして動作させることができま
す。図のようにカメラを傾けるだけで、シ
ステムの前にあるテーブルの上のドキュ
メントや他の物理的な物体を映すこと
ができます。

カメラはその操作を認識し、自動的に
イメージを上下反転します。したがって、
期待どおりのイメージが相手に表示さ
れます。

コンテンツの共有について

通話中に、ソースを接続して、オンになっているこ
とを確認します。[PC を表示（Show PC）] をタッ
プして、自分の PC の画面を DX70/80 上にロー
カルに表示します。このとき、画面に表示される
内容は他の参加者には表示されていません。

これで、PC 画面のコンテンツが他の参加
者と共有されます。

共有を停止するには、図のように [共有を中止
（Stop Sharing）] をタップします。

他者と PC の画面を共有しない場合は、[PC を非
表示（Hide PC）] をタップして前の状態に戻りま
す。共有する場合は、図のように [共有（Share）] 
をタップしてコンテンツを共有します。
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コンテンツの共有

通話中にプレゼンテーション レイアウトを変更する

プレゼンテーション中に画面のレイアウ
トを変更できます。通常使用できるオプ
ションは、プレゼンターの表示あり/なし、
およびプレゼンターを PiP（ピクチャ イ
ン ピクチャ）か PoP（ピクチャ アウトサ
イド ピクチャ）のいずれかとして表示す
る、というものです。

ご利用のシステムで有効なレイアウト 
オプションは、ここで示されているもの
と異なる場合がありますが、示されてい
るレイアウトは常にいずれかを選択で
きます。

プレゼンテーション レイア
ウトについて

[レイアウト（Layout）] をタップして、図のようにレイアウト オプション
を呼び出します。

好みのレイアウトをタップして
選択します。
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スケジュール
された会議
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スケジュールされた会議

スケジュールされたミーティングに参加する

ビデオ会議をスケジュールすることがで
きる管理システムに、ビデオ システムを
接続することができます。スケジュール
されているミーティングは、図のように
左側に表示されます。

[参加（Join）] をタップして、ミーティン
グに参加します。

ミーティングへの参加
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連絡先
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連絡先リストは、[ディレクトリ
（Directory）]、[発着信履歴（Recents）] 

および [お気に入り（Favorites）] の 
3 つの部分で構成されています。

[ディレクトリ（Directory）] は、社内電
話帳としての役割を果たします。この
ディレクトリを編集することはできま
せん。ただし、エントリを [お気に入り

（Favorites）] のリストにコピーした上で
編集することはできます。

フォルダをタップしてそのコンテンツを
表示します。必要に応じて、スクロール
してフォルダやフォルダ内のエントリを
探します。

社内ディレクトリ内で検索する場合、検
索は現在のディレクトリのフォルダと
そのサブフォルダにのみ適用されま
す。1 つ上のレベルに移動するには、[戻
る（Back）] をタップします。検索を社
内ディレクトリ全体に適用する場合は、
検索を開始する前に、フォルダを入力

（タップ）しないでください。

ディレクトリからお気に入りのリストに
コピーしたエントリが、その後ディレクト
リ内で更新されることがあります。この
更新はお気に入りのリストに反映され
ません。この場合は、お気に入りのリス
トで、該当のエントリを手動で更新する
必要があります。

連絡先リストについてお気に入り、発着信履歴、およびディレクトリ
連絡先
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[お気に入り（Favorites）] は、頻繁に通
話する、または簡単にアクセスしたい
相手を含む連絡先リストです。

[お気に入り（Favorites）] は、[発着信
履歴（Recents）] または [ディレクトリ

（Directory）] リストから選択するか、手
動で入力できます。

お気に入りについて通話中に [お気に入り（Favorite）] に追加する
連絡先

通話中に、図のように右上隅の [参加者
（Participants）] アイコンをタップして、参加者リス
トを呼び出します。

[お気に入り（Favorites）] をタップします。

[お気に入り（Favorites）] に追加する参加者をタッ
プします。小さいメニューでその参加者をドロップ
する（その参加者を終了する）か、お気に入りリス
トにその参加者を追加することができます。
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Contacts

通話中ではないときに [お気に入り（Favorites）] に追加する

[お気に入り（Favorites）] は、頻繁に通
話する、または簡単にアクセスしたい
相手を含む連絡先リストです。

[お気に入り（Favorites）] は、[発着信
履歴（Recents）] または  [ディレクトリ

（Directory）] リストから選択するか、手
動で入力できます。

[お気に入り（Favorites）] リストに手動
でエントリを追加するには、「名前、番号、
またはアドレスを使用して発信する」、
9 ページの説明に従って [検索また
はダイヤル（Search or Dial] フィールド
に名前またはアドレスを入力します。

この機能について

通話中ではないときに、図のように [発信
（Call）]（表示されません）をタップして、[連絡先
（Contacts）] リストを呼び出します。[発着信履歴
（Recents）] または [ディレクトリ（Directory）] を

タップして、[お気に入り（Favorites）] に追加する
エントリを検索します。

[お気に入りに設定（Mark as Favorite）] 
をタップします。これで、エントリが [お気
に入り（Favorites）] に追加されました。メ
ニュー以外の場所をタップして終了します。

[お気に入り（Favorites）] に追加する参加者をタッ
プします。緑色の [発信（Call）] ボタンの下にある 
[詳細（More）]（[...]）アイコンをタップします。

[お気に入り（Favorites）] リストからエントリを
削除するには、[連絡先（Contact）] リストの [お
気に入り（Favorites）] に移動して手順を繰り返し
ます。

[お気に入りに設定（Mark as Favorite）] ボタ
ンは、[お気に入りに設定しない（Unmark as 
Favorite）] に変わります。
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カメラ 
制御
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カメラ

セルフビュー PiP を移動する

セルフビューは、他の参加者に表示され
る画面です。通常は、こちらが意図して
いるとおりに他の参加者に見えている
かを確認するためにセルフビューを使
用します。

セルフビューは、PiP（ピクチャ イン ピ
クチャ）として表示されます。

会議中に、セルフビューをアクティブに
したいときがあります。たとえば、セルフ
ビューを使用すると、自分が画面に表
示されていることを確認できます。

セルフビューの位置により、画面上の
画像の重要な部分が見えなくなる場合
があります。このような場合は、セルフ
ビューを移動できます。

セルフビューを移動する
理由

セルフビュー画像をタップして、長押しします。

画像を新しい位置にドラッグします（ここ
では左上隅に表示します）。

画面から指を離して、画像を放します。これで、セ
ルフビュー画像が新しい位置に表示されました。

セルフビュー画像を表示できる別の位置が示され
ます。そのまま画像を押し続けます。
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カメラ

遠端カメラ制御

1 つまたは複数のその他のビデオ システ
ムにリモートで制御可能なカメラがある
場合に、ビデオ コールを実行できます。

自分のビデオ システムからこれらのカ
メラを制御できます。これは、遠端カメ
ラ制御（FECC）と呼ばれます。

遠端システムで（カメラが通話相手を
追跡および表示するときに実行する）
カメラ トラッキングが有効になってい
る場合、FECC のオプションは提供さ
れません。

カメラ操作について

図のようにタップして、参加者のリストを呼び出し
ます。

選択した参加者の [カメラ（Camera）] を
タップします。

カメラを制御する参加者をタップします。制御で
きないカメラでは、制御オプションは表示されま
せん。

必要に応じてカメラを調整します。遠端カメラ制
御を終了するには、カメラ制御以外の部分をタッ

プします。
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設定
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このメニューを表示するには、左上隅
の小さいアイコンをタップして、[システ
ム情報（System Information）] をタッ
プします。ここには、DX70/DX80 の状
態の概要が表示されます。また、この
ビューの [設定（Settings）] をタップす
ると 1 つ深いレベルに移動することも
できます。

次の設定にアクセスできます。

•	言語設定

•	タイム ゾーン設定

•	ネットワーク接続設定

•	サービス アクティベーション設定

•	工場出荷時の状態へのリセット

•	拡張ロギング

バージョン情報管理設定の概要
設定
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